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令和元年度 公立大学法人尾道市立大学 

第２回理事会・経営審議会 議事要旨  

 

 

１ 日時 令和元年１２月１８日（水） 午後３時００分～午後４時００分 
２ 場所 尾道市立大学Ｅ棟１階第１２０会議室 
３ 議事 

(1) 公立大学法人尾道市立大学役員報酬規程の改正について 
(2) 公立大学法人尾道市立大学教職員給与規程の改正について 
(3) 令和元年度第１次補正予算（案）について 
(4) 公立大学法人尾道市立大学の授業料の減免等に関する規程の改正について 
(5) 公立大学法人尾道市立大学における修学の支援に関する規程の制定について 
(6) 公立大学法人尾道市立大学客員研究員規程の制定について 
(7) その他 

４ 審議結果等 
(1)（第１号議案）公立大学法人尾道市立大学役員報酬規程の改正について 

  【説明内容】 
    公立大学法人尾道市立大学役員報酬規程の改正についてについて、説明。  
 

【主な質疑と応答、意見】 
  特になし。 
 
【審議結果】 
  第 1 号議案は、原案通り承認された。 
 

  
(2)（第２号議案）公立大学法人尾道市立大学教職員給与規程の改正について 

【説明内容】 
公立大学法人尾道市立大学教職員給与規程の改正について、説明。 

 
【主な質疑と応答、意見】 

    特になし。 
 

【審議結果】 
第２号議案は、原案通り承認された。 
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(3)（第３号議案）令和元年度第１次補正予算（案）について 
【説明内容】 

令和元年度第１次補正予算（案）についてについて、説明。 
 

【主な質疑と応答、意見】 
 
 

     
 
 

 
 
 
 
【審議結果】 

第３号議案は、原案通り承認された。 

 
 

(4)（第４号議案）公立大学法人尾道市立大学の授業料の減免等に関する規程の改正について 
(5)（第５号議案）公立大学法人尾道市立大学における修学の支援に関する規程の制定について 

 
【説明内容】 

公立大学法人尾道市立大学の授業料の減免等に関する規程等の改正について、 
公立大学法人尾道市立大学における修学の支援に関する規程の改正について、 
一括説明。 

 
【主な質疑と応答、意見】 

     
 
 
 
 
 
 
 

【審議結果】 
第４号議案及び第５号議案は、原案通り承認された。 

 

〇来年 4 月 1 日からの施行ということは、現在減免対象となっている 1 年生、2 年生、

3 年生の生活保護世帯等の学生は、新たな制度に移行するのか。 
●その通りである。生活保護世帯、死亡又は 6 ヵ月以上の長期にわたる疾病等が減免

理由となっている学生については、経済的理由による授業料納付困難者としての申請

が必要となる。 

〇100 万円の寄付をくださった方にお礼はしたのか。 
●感謝状とともに陶板お渡しした。陶板は、本学が海外からのお客さまにお土産とし

て差し上げるためにまとまった数をつくってストックしているものである。 
〇科研費はどのようなものが採択されたのか。 
●基盤Ｃが主なものである。本学に在籍している教員のものが 1 件、新規採用の教員

が持ってきたものが 2 件ある。これらはすべて経済情報学科である。また、分担者と

して新規で採択されたものが 6 件ほどあり、それらは、基盤ＣもＢもある。 
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(6) （第６号議案）公立大学法人尾道市立大学における客員研究員規程の制定について 
 【説明内容】 
   公立大学法人尾道市立大学における客員研究員規程の制定について、説明。 
 
【主な質疑と応答、意見】 

    
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【審議結果】 

第６号議案は、原案通り承認された。 
 
 

(7)その他 
【報告事項１】 
 尾大通信の発行方針の変更（2019 秋号から）について、報告 
 

  【主な質疑と応答、意見】 
    
 

 
 
 
 
議事終了 

〇客員研究員は尾道に関連することを研究するために来るのか。 
●そうではなく、研究テーマが本学教員と一致しているのが来学の理由である。 
〇ちなみにどこの大学からか。 
●台湾の国立嘉義大学である。  
〇必要経費は研究員の自己負担とのことだが、給料は嘉義大学から出るのか？ 
●給料は派遣元の大学から出る。本学の教員がサバティカル制度で国外の大学に１年間

行く場合も、給料は本学から出る。 
〇研究室の提供はないとのことだが、客員研究員で来るときに、研究室があるかないか

は大きな問題である。整備していく必要があるのではないか？図書館に小部屋を研究室

として設けるなど、この機会に整備されてはどうか。 
●今回については、退職した教員の研究室を使用してもらう予定である。今後について

は、同じ研究をする本学教員の研究室に机だけ入れて使用してもらうことも可能であ

る。 
〇研究室はどのくらいの広さがあるのか。 
●平均してだいたい１５㎡くらいである。 

〇寄付の紹介の欄を尾大通信に設けてはどうか。 
●大学によっては、陶板に寄付者の氏名を刻印したり、教員に寄付を義務付けて広報

誌に掲載したりしている。確かに広報誌に掲載する方法は効果があると思う。 


